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は じ め に

へき地の学校や複式学級をもつ学校及び分校におきましては、日頃から地域の特

色や、小規模校ならではのよさを生かしながら、教育活動の充実・発展に努められ

ていることに対しまして深く感謝申し上げます。

現在、我が国では、少子化やグローバル化等の急速な進展により、児童生徒を取

り巻く社会的な環境が大きく変化しており、予測が困難な時代となっています。こ

のような時代背景を踏まえ、平成29（2017）年３月に小・中学校学習指導要領が改

訂されました。今回の改訂においては、これからの学校には児童生徒が未来社会を

切り拓くために、必要な資質・能力を確実に育成していくことがより一層求められ

ており、社会と連携・協働する「社会に開かれた教育課程」を実現し、教育活動を

充実させることが重視されています。

このような中、へき地の学校、複式学級をもつ学校、分校の特性を踏まえ行われ

ている一人一人を大切にした教育や、地域の人材・自然・歴史などの教育資源に恵

まれている環境を活用し地域とともに歩む教育は、これからますます重要になって

くると考えられます。

県教育委員会といたしましても、へき地・複式・分校教育の重要性に鑑み、その

充実、振興を期して、今年度、本資料を作成いたしました。なお、資料の作成に当

たっては、複式学級の特性や指導に関する基本用語、学習指導方法等につきまして、

複式学級を新たに担任する教諭等に理解いただいた上で、日々の実践に役立てられ

るよう配慮しました。

各学校におかれましては、これらの趣旨を十分理解され、本資料を活用いただき、

へき地・複式・分校教育のなお一層の推進と充実を図り、複式学級の児童が心豊か

に学び、これからの時代を切り拓いていくための一助となりますことを期待いたし

ます。

むすびに、本資料の作成に当たり、御協力いただいた関係者の方々に心から感謝

申し上げます。

平成31（2019）年３月

栃木県教育委員会事務局学校教育課長

中 村 千 浩



１ 複式学級とは

⑴ 複式学級の定義

複式学級とは、国の定める学級編制基準に照らして、児童又は生徒数が少ないために一つの学

年の児童又は生徒だけでは学級の編制ができない場合に、同一学級に２個学年を収容して編制す

る学級である。これに対して、同学年の児童又は生徒で編制する学級を単式学級という。

⑵ 複式学級の編制

複式学級の法的根拠としては、「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関す

る法律（昭和33年法律第116号）」に以下のように示されている。

第三条 公立の義務教育諸学校の学級は、同学年の児童又は生徒で編制するものとする。ただし、

当該義務教育諸学校の児童又は生徒の数が著しく少いかその他特別の事情がある場合におい

ては、政令で定めるところにより、数学年の児童又は生徒を一学級に編制することができる。

（公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律（昭和33年法律第116号））

複式学級の編制については、各学校における同学年の児童生徒数による。一学級の児童又は生

徒の数の基準は、同法律第三条第二項に、「公立小・中学校及び義務教育学校の一学級の児童又

は生徒数を標準として、都道府県の教育委員会が定める」と示されている。

栃木県教育委員会では、この基準を受け、以下の「学級編制基準」（表１）を定めている。

（表１）

平成31（2019）年度 学級編制基準

１ 小学校・義務教育学校（前期課程）

学級編制の区分 全市町

第１学年

第２学年

第３学年 35人以下
単式学級

第４学年

第５学年

第６学年 40人以下

２個学年 ・第１学年の児童を含む場合 ８人以下

複式学級 ・第１学年の児童を含まない場合 16人以下

特別支援学級 ８人以下

２ 中学校・義務教育学校（後期課程）

学級編制の区分 全市町

第１学年

単式学級 第２学年 35人以下

第３学年

特別支援学級 ８人以下

小学校及び義務教育学校前期課程（以下、小学校とする）では、第１学年の児童を含む場合、

２個学年の児童数の合計が９名以上であれば、それぞれの学年が単式学級となるが、８名以下で

あれば複式学級となる。また、この編制は、例えば第１学年と第２学年のように引き続く２個学
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年での複式学級となったり、第２学年が欠学年となっていれば、第１学年と第３学年のように離

れた学年での複式学級となったりする場合がある。

第１学年の児童を含まない場合には、２個学年の児童数の合計が、16名以下の場合に複式学級

が編制される。複式学級の学年の組み合わせについては、様々な組み合わせがあり、以下に示し

た表２は、その代表的なものである。

（表２）

学 年 の 組 み 方

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 学級数 備 考

欠 人数 ４ ４ ７ ６ ５ 10

学 ① 複式 複式 複式
３学級 完全複式

年 人数 ７ ８ ９ ６ ７ ７

が ② 複式 複式
４学級

な 人数 ６ ９ ８ ５ 10 ７
一般的な編制

い ③ 複式
５学級

場 人数 ７ ６ ５ ７ ９ ８

合 ④ 複式 複式
４学級 変則複式

あ欠 人数 ３ ０ ４ ６ ９ ８

る学 ⑤ 複 式 複式
３学級 変則複式

場年 人数 ６ ５ ４ ０ ６ ７

合が ⑥ 複式 複式
３学級 変則複式

また、複式学級の編制に当たっては、教育課程等を勘案した上で、表３の①のように、下の学

年から編制したり、②のように上の学年から編制したりすることができる。

（表３）

学 年 の 組 み 方

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 学級数 備 考

２ 人数 ６ ４ 10 ４ ６ ６

と ① 複式 複式
４学級 下の学年から編制した例

のお 人数 ６ ４ 10 ４ ６ ６ 教科等を勘案し、上の学

例り ② 複式 複式
４学級

年から編制した例

⑶ 複式学級における教育課程編成

複式学級では、２以上の学年（２個学年）の児童で学級を編制する関係上、各教科等の学年別

の目標や内容をそのまま学年の順序で指導できない場合がある。そこで、複式学級における教育

課程の編成について、小学校学習指導要領（平成29年告示）第１章総則第２の３「教育課程の編

成における共通的事項」では、以下のように示している。

オ 学校において２以上の学年の児童で編制する学級について特に必要がある場合には、各教科及

び道徳科の目標の達成に支障のない範囲内で、各教科及び道徳科の目標及び内容について学年別

の順序によらないことができる。

学年別の順序によらないことができるのは、複式学級において「必要がある場合」で、「各教

科及び道徳科の目標の達成に支障のない範囲内」に限られていることに留意する必要がある。
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⑷ 教科書の給与について

義務教育諸学校の教科書の無償措置に関する事務処理について（抄）（昭和41年１月６日文初

管第81号 各都道府県知事 教育委員会義務教育諸学校を設置する各国立大学長宛て、文部省初

等中等教育局長通知）には、複式学級等の児童生徒に対する他学年用の教科書の併給について、

「複式学級等において、教科により、特別の教育課程を編成し、児童生徒の所属学年用の教科書

および児童生徒の所属学年以外の学年用の教科書を併せ使用する場合には、昭和41年度からは、

最初の学年において、その他学年用の教科書をも給与して差し支えないこと」とある。

複式学級の特別な給与方法としては、次のような場合が考えられる。

① ２個学年以上の児童が各学年用の教科書を併せて使用して授業をする場合

例えば、小学校第５学年と第６学年の児童による複式学級の学級編制の下で、１年間で第５

学年用と第６学年用の教科書を併せて使用する場合、第５学年の児童には、第５学年と第６学

年の教科書を給与することができる。

② 児童が、所属する学年の教科書に代えて、その他の学年用の教科書のみを使用する場合

例えば、小学校第３学年と第４学年の児童による複式学級の学級編制の下、第３学年と第４

学年の内容を１年ごと、交互に学習する教育課程を編成している場合、第４学年の内容を学習

するその年に、その学級に在籍している第３学年には、第３学年用の教科書に代えて、第４学

年の教科書を給与することができる。

ただし、原則として、一度給与を受けた教科書を再給与することはできない。また、複式学級

とはならない２個学年が、合同学習で授業を行う場合においては、この規定は当てはまらず、該

当学年以外の教科書の給与を行うことはできない。

⑸ 複式学級の特性と学級経営の在り方

複式学級には、次のような特性がある。

・ 学年の枠を超えた生活集団である。

・ 異学年で構成されている学級である。

・ ２個学年の児童によって編制されている学級であるため、単式学級の構造が「横の関係」

で成り立っているのに対し、複式学級は、「縦の関係」で成り立っている。

・ 学年の組み合わせにより、学級の構成人数が毎年変わることがある。

このような特性をもつ複式学級には、表４のような長所や課題が考えられる。

（表４）

長所と思われる点 課題と思われる点

・ 一人一人に目が届き、個々の児童に即した ・ 学年や性別により児童数の偏りがある。

指導ができ、学習の個別化がしやすい。 ・ 児童の年齢や学年が異なるため、個々の能力

・ 学年を超えた生活集団を通して、理解し合 差や、個人差が大きい。

った性格や能力に応じて個人が位置付けられ ・ 相互交流の相手が限定され、学習の場面で多

る。 面的に考えながら議論をすることが難しい。

・ 異年齢同士の協力的な態度を養いやすい。 ・ 多様な考え方に触れる機会が少なく、活発な

・ 一人一人の存在感や役割をもたせやすく、 討議がなされにくい。

リーダーとして活躍できる場が多い。 ・ 大きな集団での社会的な経験の場や機会があ

・ 児童同士や児童と教師とのふれあいの場を まりないため、社会性が育ちにくい傾向がある。

多くもつことができ、温かい雰囲気が醸成さ ・ 少人数のため、教師が手厚く指導、支援しす

れやすい。 ぎてしまう傾向がある。

・ 協力的な学習態度を育てやすい。
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複式学級における学級経営を行うに当たっては、まず、学級内の児童が少人数であることを生

かしたい。人数が少ないことから、児童同士や教師と児童との直接的なふれあいの場を多くもつ

ことができる。この利点を最大限に生かして、児童一人一人に対する一層の理解に努め、指導に

反映させていくことが大切である。

次に、異学年で学級が構成されていることを生かしたい。異学年構成による集団生活の中で、

上の学年と下の学年が互いに協力していくことを大切にした学級経営を心掛けたい。下の学年で

は、上の学年に学び協力していく態度を育成する。上の学年では、下の学年に配慮できるリーダ

ーとしての姿勢を育むことを大切にする。また、異学年構成でも一つの学級として両学年を育て

る視点に立った共通の学級経営目標や指導の手立てを設定する必要がある。

⑹ 複式学級の学習指導について

複式学級の学習指導過程は、単式学級の学習指導過程と本質は同一である。単式学級と異なる

のは、複数学年の児童を同時に指導しなければならないということである。また、極少人数学級

では、人数が少ないために起こる学習の制約もあるので、複式学級における学習指導では、複数

学年の児童を指導していくために、指導内容の組み合わせを考慮したり、指導方法の工夫が必要

になったりしてくる。

通常、複式学級の学習指導過程は、教科の特質、児童の実態や授業のねらいに沿った基本的パ

ターン化が図られているが、その際、次のような基本的な捉えが必要である。

・ 教師が教え込むという立場でなく、児童自らが学んでいく立場から学習指導過程を組む

ようにする。

・ ２個学年の学習内容を分析し、類似内容指導、同内容指導が可能な部分を明確にする。

・ 一斉指導に終始することがないように少人数指導の学習形態や資料、教材、教具を工夫

し、一人一人が意欲的に学習に取り組めるようにする。

・ 学習の進行に必要な約束を明確にして、複式指導の中でも児童だけで学習を進められる

ように学び方を定着させる。

⑺ 小規模校における小中一貫教育について

小規模校において、互いに切磋琢磨するための自信や向上心、コミュニケーション力、及び将

来自立した社会人になるためのたくましさを育てていくために、小・中学校の教員が義務教育９

年間の連続性を意識して日々の指導を行ったり、学校と地域との連携を更に充実させたりしてい

くことが、重要である。そのためには、小・中学校の児童生徒間や教職員間をつなぐ取組として

小中一貫教育の推進、及び学校と地域をつなぐ仕組みとしてコミュニティ・スクールの設置が考

えられる。

小中一貫教育の導入においては、９年間のグランドデザインや教育目標の明確化、教育目標に

即した教科等ごとの系統的な教育課程・年間指導計画の編成等が必要である。ただし、小中一貫

教育を実施する上で重要なこととして、小中一貫教育は、よりよい教育を実現するための「手段」

であって、「目的」ではないことに留意する必要がある。
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２ 複式学級における学習指導

⑴ 複式学級における学習指導の類型

複式学級における学習指導の類型について、「単元」、「内容」、「程度」の三つの観点から表５

のように整理することができる。

（表５）

学年別指導（異教科、同教科異単元の組み合わせによる指導）

複式学級指導

同単元指導 類似内容指導

同内容指導 異程度指導（くりかえし案、一本案）

同程度指導（Ａ・Ｂ年度案、二本案）

一部同程度指導（折衷案）

① 学年別指導

上の学年と下の学年の児童に、それぞれ別の教科、あるいは同じ教科でも異なる内容を指導

する。この場合、教師は、それぞれの学年の児童に異なる内容を指導するので、一つの学年に

指導している間は、他の学年の児童は自主的に学習を進めていく必要がある。

② 同単元指導

２個学年を同じ単元（教材）によって指導する。原則的には隣接する２個学年の少人数の児

童で編制されているという複式学級の形態を生かし、指導の効率化、深化を図り、児童の協力

的学習を促すことを重視し、共通するねらいをもった学習内容を組み合わせて同時に指導する

ことである。

ア 同単元類似内容指導

２個学年の児童に対して類似の内容を指導する。例えば、算数科において「特徴や傾向を

調べること」は、第３・４学年で共通で学習する内容である。そこで、第３学年の児童に、

「表と棒グラフ」、第４学年の児童に「表と折れ線グラフ」を指導することがある。こうし

た指導では、学級内の児童が同じような問題に取り組むので、好ましい雰囲気をつくること

ができる。また、前述の複式学級の特性を生かすことも可能であるが、一方ではそれぞれの

学年において類似する内容をうまく組み合わせるといった工夫も必要となる。

イ 同単元同内容指導

２個学年の児童に対して同一内容を指導する。これは、指導の目標と内容の同一性を追究

したもので同内容指導といわれる。この指導は、単式学級での指導に近いものがある。同内

容指導を行う場合、学年の違いによって、実現すべき目標の程度を変えることがある。これ

を、「同内容異程度指導」と呼称している。これに対して、学年の区別をしないものを、「同

内容同程度指導」と呼称している。
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(ｱ) 同単元同内容異程度指導（くりかえし案、一本案）

本指導は、くりかえし案、又は一本案とも呼ばれる。この指導は、上下両学年とも同

じ教材（単元）を扱う場合に行われる。この場合、単元は同じであっても上下両学年そ

れぞれの指導目標を達成できるように、学習内容や程度を変えて指導計画を作成する必

要がある。つまり、その教科の同じ領域や分野の教材をできるだけ学年ごとに同じ指導

時間に対応させて配列し、２年間を単位にして関連のある教材によって、上下学年が同

じような学習活動が展開できるように指導計画を作成する。例えば、体育において、第

５学年のマット運動「回転技」と第６学年のマット運動「倒立技」の指導を行う場合な

どが考えられる。

◎ 長所

・ 児童の学習経験や生活経験の差に応じた指導を計画的に進めることができる。

・ 同一年度内に当該学年の内容を学習し、目標を達成できるので、複式学級の編制

が年度ごとに変わっていくような学校では、対処しやすい。

・ 教材研究を系統的、発展的に行うことができる。

・ 上下両学年共通の話合いの場面が多くなり、学級としての一体感が生まれ、多面

的な考え方や言語表現力も育成しやすい。

△ 短所

・ 程度の差を付けて学習する部分があることから、その部分だけが大きく取り上げ

られ、別々の内容を学習することになり、完全な学年別指導になりやすい。

・ 両学年の学習目標に差があるために、指導が下の学年に偏ったり、人数の多い学

年に偏ったりしがちになる。

・ 系統性の強い教科では、教材の選択や組み合わせ方が難しく、単位時間の指導で

は共通指導場面を設定するために、深い教材研究を要するなど、指導計画の作成に

難しさがある。

◇ 留意点

・ 単元名だけを同じにして、内容が異なる領域、分野を取り上げるようなことがな

いように留意する。

・ 年間指導計画の作成に当たっては、各学習指導要領及び解説に示されている系統

性や内容に留意して作成する。

(ｲ) 同単元同内容同程度指導（Ａ・Ｂ年度案、二本案）

本指導は、Ａ・Ｂ年度案、又は二本案とも呼ばれる。上下両学年の内容をＡ年度（第

１年次）とＢ年度（第２年次）の２年間に平均的に配分し、いずれの年度においても、

両学年が同時に同じ内容を同じ目標の下、同程度に指導しようとする案である。２年間

を単位として学習が完結するよう年間計画を作成する。

例えば、第３・４学年で複式学級を編制した場合、第３学年が第４学年の内容を学習

したり、逆に第４学年で第３学年の内容を学習することもある。これは、学習指導要領

総則第２の３の規定（２以上の学年の児童で編制する学級についての特例で、支障のな

い範囲内で学年別の順序によらないことができること）によるものである。

◎ 長所

・ 上下両学年が同時に同内容の学習を同程度に進めるため、複式であっても単式的

な指導ができ、直接指導や間接指導の煩わしさがなくなり、能力差に応じた指導を

しやすい。
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・ 年間の指導計画の作業が一元的になり、教材研究や指導の準備など、まとまった

観点から行うことができる。

・ 両学年で相互学習や協力的な学習が進められ、好ましい人間関係を醸成できる。

△ 短所

・ 系統的な指導、特に技能的な面の指導において困難が伴い、その徹底が図りにく

い。例えば、第３・４学年の学習を終えて、第５・６学年の複式学級に進む場合、

第４学年の内容を終えてすぐに第６学年の内容を学習することもあり得る。

・ 下の学年の児童には、経験差を埋める手立てを講じたり、上の学年で使用する用

語や記号、漢字等への抵抗を緩和したりする必要がある。

・ ２年間で指導内容が完結するため、児童数が安定せず複式学級の編制が年ごとに

変動するような場合には、この指導法で計画を組むことができない。

・ 転出入者の履修漏れになる可能性があるため、配慮が必要である。

◇ 留意点

・ 一方の年度に難しい内容や易しい内容が偏ることのないよう、学習内容の難易度

を考え、両年次に平均的に配列する。

・ 学習内容の領域、分野、ジャンルを両年次に平均的に配列する。例えば、理科に

おいて、Ａ年度に［Ａ物質・エネルギー」が多く、Ｂ年度に「Ｂ生命・地球」が集

中しているということのないよう十分注意し、バランスよく配列する。

・ 児童の発達の段階に即応しながら、学習内容の系統を乱さぬよう、学習の系統に

十分配慮する。

(ｳ) 同単元同内容一部同程度指導（折衷案）

本指導は、一本案と二本案を組み合わせて指導する方法で、折衷案とも呼ばれる。一

本案を主体に、一部二本案を取り入れた指導計画、又は二本案を主体に、一部一本案を

取り入れた指導計画を作成する場合があり、それぞれの長所を生かしながら短所を補う

指導方法である。

例えば、二本案を主体とした場合、両学年の学習の中で特に重要で、しかも反復練習

等が必要なものは二年間繰り返して指導し、理解が容易なものはＡ・Ｂ両年度に配分す

るなどの方法がある。

◇ 留意点

・ 折衷案の年間指導計画を作成する場合、一本案と二本案を組み合わせるため一般

的に複雑な計画となることから、未履修等がないように留意する。

・ 基礎的な内容について繰り返して指導することにより、知識・技能の習得を図る

ことができる一方、上の学年にとって同じ学習の繰り返しになることで意欲が喚起

しにくいため、授業における指導の工夫が必要である。

⑵ 直接指導と間接指導

複式学級で学年別指導計画によって指導する場合、教師が一方の学年を指導している間、他の

学年の児童は、自学自習の学習形態をとることになる。この場合、前者を「直接指導」、後者を

「間接指導」という。

① 直接指導の位置付け

複式学級の学習指導では、間接指導において児童が自主的に学習活動が行えるように、直

接指導においては制約された時間の中で効率的な指導を行う必要がある。直接指導では、次

のような位置付けが考えられる。
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・ 自主学習を成立させる契機とし、そのために指導内容を精選し、学習の方法、条件を整

え本時の学習課題を明確にする。

・ 自主学習を支えるため学習の基礎となる内容を、確実に定着する場とする。

・ 自主学習や習得したものの定着・発展の場での児童の学習を確認し、認め賞賛し、間

接学習への意欲付けの時間とする。

② 間接指導の位置付け

間接指導は、一方の学年を直接指導している間に、他の学年に対して児童のみで学習が進

められるように、指示や示唆を与えておいて行われる指導でり、次のような位置付けが考え

られる。

・ 直接指導を受けて、学習のねらいに迫る自主学習の中核的な学習過程とする。

・ 自主性を養う機会と捉え、課題解決のための自主学習の時間とする。

・ 学習技能（学び方）の定着に力を入れ、主として各個人がじっくりと考える自力解決に

よる学習時間とする。

・ 学習技能（学び方）の定着に力を入れ、主として小集団での学習活動の時間とする。

・ 学習のフィードバックと、次の直接指導につながる準備学習の時間とする。

⑶ ガイド学習

ガイド学習とは、間接指導をより充実させるために行われる小集団学習の形態である。学習集

団の中から決めたガイド役の児童が、教師との話合いや教師の指導の下に立てた学習進行表に沿

って授業を進める。この学習は、ガイドを中心に児童がお互いに協力して学習を進めることで、

間接指導の質を高めることをねらいとしている。また、ガイド学習は、間接指導を効果的に進め

るだけでなく、児童一人一人が認め合うことで集団意識を高め、社会性を育てることや、学習の

手順やねらいをお互いに確認した上で学習を進めることで、主体的な学習態度を養うことを目指

している。ガイド役として次のような役割が考えられる。

・ 学習の準備を確認する。

・ 学習の進行をする。

・ 学習のきまりを確認する。

・ 学習のまとめを確認する。

なお、ガイド学習を行う初期段階は、リーダー性のある児童をガイドにすると学習が進めやす

いが、ガイドについては固定せずに、児童の発達の段階に応じて、全ての児童がガイドとしての

役割を果たせるように経験を積ませたい。このような学習を通して、学級が、より協力的で主体

的に学ぶことのできる集団となるようにする。また、児童の実態や発達の段階に応じて、以下の

表６のようなガイド役の児童の姿を目指しながら指導を進めていきたい。

（表６）

・ 学習進行表に従って進めることができる。
低学年 ・ 公平に指名することができる。

・ これから行う学習活動を他の児童と確認しながら進めることができる。

・ 多様な意見を整理し、おおまかにまとめることができる。
中学年 ・ 反対意見や補足意見を大切にすることができる。

・ 学習したことを簡単にまとめることができる。

・ 多様な意見を整理し、同じ考えはどれか、異なる考えはどれか、どのようなことが
高学年 問題点になっているのかなどが判断できる。

・ 話合いの内容を自分の言葉でまとめることができる。
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⑷ 「わたり」と「ずらし」

① 「わたり」の定義

学年別指導では、同じ時間に複数の学年を対象にして、異なる教材を指導することになる。

この場合、直接指導と間接指導のバランスを考えながら、学習の成立を図る必要がある。その

場合、教師は、直接指導と間接指導の組み合わせにしたがって、一方の学年から他方の学年へ

と交互に移動して、直接的に指導することになる。これを「わたり」という。また、「小わた

り」といって、間接指導の学年にも時々目を配りながら時には声掛けをする場合もある。

② 「わたり」における配慮事項

・ 間接指導時の学習の充実を図る。

間接指導となった学年が、自主的・積極的に学習が続けられるように、普段から一人一

人の学習状況を丁寧に把握し、間接指導の学習活動を予測するとともに、学習の仕方を身

に付けさせることが大切である。

・ 間接指導の学年の学習状況の把握を工夫する。

次の段階の直接指導を効率的にするために、一方の学年の直接指導をしながら、他方の

学年の間接指導時の学習状況が把握できるように板書させたり、ホワイトボードにまとめ

させたりするなどの工夫が大切である。

・ 児童に見通しをもたせる。

児童に大まかな１単位時間の学習の流れ（学習指導過程）を把握させ、見通しをもたせ

る。また、児童に教師と学習する場面（直接指導）と児童だけで学習する場面（間接指導）

を理解させる。

③ 「ずらし」の定義

２個学年を交互にわたり歩いて、直接指導と間接指導の内容を充実させ、学習活動を無理な

く効率的に行うようにするには、どうしても指導段階を学年別にずらした組み合わせが必要に

なる。この組み合わせを「ずらし」という。

④ 「ずらし」における配慮事項

「ずらし」を運用する場合は、ただ単に形式的な捉え方をするのでなく、その内容的な意味

付けを十分に行い、指導の効率化と学習の深化を図るように工夫したり、指導の重点をどこに

置くかを明確にすることが大切である。なお、「ずらし」は「わたり」と表裏一体の関係にあ

るので、「わたり」の留意点はそのまま「ずらし」の留意点でもある。

「ずらし」の類型としては、次のようなものが例として挙げられる。

ア 段階ごとの「ずらし」

Ａ学年 課題把握 課題追究 解決・定着 適用・発展

Ｂ学年 適用・発展 課題把握 課題追究 解決・定着

この型は、導入段階で共通指導場面を設定できないという課題がある。そのため、Ｂ学年に

おいては、前時で解決・定着した内容をもとに、本時の導入段階で適用・発展することになる

ので、前時の学習内容を本時の学習内容へつなぐ手立てが必要である。つまり、前時の「解決
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・定着」の段階で定着の度合いを確実に把握する取組を行ったり、前時に学習した内容を教室

に掲示し、本時の学習に活用したりするなどの手立てを行う。

イ 段階内の「ずらし」

Ａ学年 課題把握 課題追究 解決・定着 適用・発展

個 全 個 全 全

共 共

通 通

全 個 全 個 全 個

Ｂ学年 課題把握 課題追究 解決・定着 適用・発展

この型は、各段階を半分ずつずらして組み合わせたもので、導入段階（「課題把握」）と整

理段階（「適用・発展」）に共通指導場面を設定している。同時導入では、各学年のねらいに

適した共通課題を設定する。また、同時終末では、学習の成果を両学年で交流することができ

る。

ウ 導入における「ずらし」

Ａ学年 課題把握 課題追究 解決・定着 適用・発展

個 全 全 グ 個 全 個 共

全 個 全 全 個 全 通

Ｂ学年 課題把握 課題追究 解決・定着 適用・発展

この型は、導入段階で片方の学年に力点をかけたもので、整理段階（「適用・発展」）に共

通指導場面を設定している。同時終末により、本時の学習内容を振り返りまとめることができ

るとともに、次時への見通しをもたせることができる。これにより、学習集団としての一体感

を生み出すとともに児童の学びに対する意識を持続させることができる。

⑸ 合同学習（合同授業）

２学級以上の児童が一緒に学習することを「合同学習」という。へき地・複式・小規模校では

少人数での教育活動が多くなるが、一つの学級内に閉じこもった教育活動に終始していると、教

育効果の上がりにくい活動がどうしても出てきてしまう。したがって、合同学習を実施し、集団

での活動を楽しませたり、集団の中で考えを練り合わせ、思考力を伸ばしたりすることは、重要

である。合同学習が実践されている教科としては、体育科でのゲームなどチームプレーを必要と

する活動、音楽科での合奏・合唱、図画工作科での共同製作、生活科での人との関わりに関する

学習などの例が多い。また、「特別の教科 道徳」や他の領域でも、多様な意見を出し合い、議

論を深める活動を行う際に、合同学習が実践されている。

合同学習の実施に当たっては、ねらいを明確にし、各教科等だけでなく学校経営全体計画への

位置付けを行う。また、学習効果を高めるために各学級担任との指導体制を整え、主担当を中心

に複数の教師が協力して授業を進める。さらに、教師は、児童一人一人の実態を的確に捉え、学

年差や個人差等を考慮しながら指導に当たる必要がある。

⑹ 集合学習（集合指導）

近隣の２校以上の児童を一か所に集めて、各学校の教師の協力によって行う教育方法を「集合
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学習」という。これは、友人関係の広まりや話合いの内容の深まり、集団活動の楽しさやチーム

ワークの素晴らしさを味わうことなどを目的として行われている。

集合学習では、２校以上の児童が共同で行う学習活動（全習）と、各学校での事前事後の学習

活動（分習）があるが、集合学習の効果を上げるためには、分習を的確に実践することが重要で

ある。この場合、各学校間の指導計画における指導目標、指導内容、授業時数などの位置付けと、

技能的な学習内容の習得過程との関連などで、共通理解を図っておく必要がある。

⑺ 交流学習

学校規模や生活環境の異なる学校同士が、姉妹校的な関係を結び、それぞれの学校独自では体

験できない学習や生活をさせる教育方法を「交流学習」という。交流学習は、学校の規模にかか

わらず行われているが、へき地・複式・小規模校では、へき地性克服という観点で従来から積極

的に進められている学習である。

実践されている内容については、近隣の学校と自然教室などの学校行事を合同で行ったり、手

紙や電子メールの交換、あるいは相互訪問を行って互いのよさを学んだり、特別支援学校と交流

を図り、障害のある児童とのふれあい活動を行ったりするなどが例として挙げられる。これらの

活動を行うことで、学校全体が活性化し、児童が幅広い体験を得て、視野を広げることなどが期

待できる。

交流学習を行う際は、お互いに日常では得られないものを相手から吸収すべく、ねらいを明確

にするとともに、大勢の前で自分の意見を述べさせるなどの刺激を与える「経験を豊かにさせる

場」、お互いが相手の立場を思いやれるようになるための「豊かな人間形成のできる場」として

捉えていくことが重要である。
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３ 複式学級における学習指導方法の工夫・改善

⑴ 課題把握の段階における指導の充実

複式学級の学習指導では、「課題把握」の段階で本時の学習課題の解決に向けた方向付けを行

うことが、間接指導での活動を成立させる上で重要となる。そのためには、問題提示後、結果を

予想させたり、解決の方法や手立てを考えさせたりする見通しの段階を充実させることが大切で

ある。そして、児童に本時のめあてを設定させ、学習課題の焦点化を図るよう工夫する。

⑵ 間接指導の充実

間接指導における学習時間を児童自らが課題を追究し発展する時間、協力して学習し理解を深

める時間、個人の能力に応じて補充・深化の学習を行う時間にするなど、児童一人一人が主体的

に学習できる時間として位置付けられるよう、また直接指導との関連を図り、間接指導での学習

が直接指導の中で十分生かされるように指導過程を工夫する。

このためにガイド学習等を導入したり、活動時間の明確化を図るためにタイマーを活用して時

間を計ったりすることが考えられる。これらのことによって、児童にとっては時間内に作業を進

めようと見通しをもって取り組む意識が明確になり、教師にとってはどちらかの学年に指導が偏

ってしまうことを防ぐことができる。

⑶ 発問の工夫

複式学級における学習指導では、単式学級における指導時間よりも直接指導の時間が制約され

るので、発問を精選するなどの工夫が必要である。その場合、次のような視点や配慮事項が考え

られる。

① 主体的に取り組む態度を育てる発問の視点

・ 簡潔、明瞭な発問であること

・ 児童の能力差に応じた興味・関心の度合いにあった発問であること

・ 授業のねらいに基づいた計画的な発問であること

・ 児童の学習状況に即応する発問であること

・ 一問多答になる発問であること

・ 児童の想像力を高める発問であること

② 思考力・判断力・表現力等を高める発問の視点

・ 価値判断を求める発問であること

・ 意見や理由を求める発問であること

・ 原因、結果を踏まえ説明を求める発問であること

③ 発問に対する配慮事項

・ 児童が考える時間を確保する

・ 児童の考えや意見を大切にする

・ 発問は多発せず、必要最低限に留める

・ 発問に対する回答を一部の児童だけに求めない

⑷ ノート記入における工夫

複式学級の間接指導における児童のノート記入の内容は、教師が児童一人一人の考えを捉える

ために特に重要な材料となる。ノートに書かれた取組の様子や考え方を基に、次の授業を展開し

たり、取組のよさを認めることで児童の学びの質を高めたりすることが大切である。

そこで、ノートには、日付、学習の目標、自分の考え、友達の考え、本時の振り返り等を書く
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ように指導する。また、間違った解答や不十分である考えもそのまま残し、大切にすることを伝

える。このことにより、教師は間接指導の際の児童のつまずきが分かり、その後の指導に生かす

ことができる。さらに、児童にとっても自分の学習の課題を振り返ることができる好機となるの

で、低学年の段階から間違いを大切にすることを伝えていく。

⑸ 黒板やホワイトボード活用の工夫

学習を進める際、児童は、黒板の板書内容で学習の見通しをもつことができる。そのために、

児童が学習に見通しをもてる学習の目標や授業の流れを書いておくことが必要である。

また、間接指導において、児童の発表の様子や話合いの深まりを教師が把握するために、黒板

に考えを出し合う際はどの児童の考えか分かるように記名させたり、付け加えた意見や反対意見

をチョークで色分けして示したりするなどの工夫が考えられる。ホワイトボードについても、各

自が自由に活用できるよう準備をしておき、記入内容や記入するときの約束を決めておくことも

有効である。

⑹ 教室における座席配置の工夫

同じ教室で２個学年が別々に学習し、一人の教員がその指導に当たる場合、一方の学年は前面

の黒板、もう一方は教室の側面に移動黒板を用いて学習する。全面と側面を利用することによっ

て、児童にとっては互いの学習が視界に入りづらく集中しやすい、ガイド役の声の干渉が避けら

れるというよさがある。教師の立ち位置は両学年の間とし、ガイド学習をする際は、児童の実態

に合わせて後ろから見守るなど必要に応じて支援できるようにしておく。また、それぞれに教卓

等を用意しておくと、教材の提示やガイド用の席として利用できる。

⑺ 情報機器活用の工夫

複式学級の学習指導において、ＩＣＴを活用することによって、児童の学習意欲を高めたり個

に応じた授業の展開を工夫したりすることは大切なことである。

情報機器を活用した学習活動を充実させるためには、児童や教師が、あらゆる場所・教室でＩ

ＣＴを活用した学習活動を行う際に、使用できる環境であることが求められる。そのためにも、

校内のＩＣＴ環境を整備することが重要である。

ＩＣＴ環境には、学習者用コンピュータや指導者用コンピュータ、大型提示装置（大型テレビ

やプロジェクタ等）、校内ＬＡＮ（有線及び無線）の確保などが挙げられる。各学校と設置者と

が連携して、情報機器を適切に活用した学習活動の充実に向けた整備を進めるとともに、教室内

での配置等も工夫して、日常的に活用できるようにする必要がある。

授業においてデジタル教科書や大型テレビを活用するに当たり、次のような場面が考えられる。

① 前時の振り返りや既習事項の確認

② 必要な知識の提示

③ 問題場面の提示

④ まとめの提示

また、タブレットを活用するに当たり、次のような場面が考えられる。

① 協働での意見整理

② 理解度の確認

③ 児童の解答の提示

④ 児童のデータの蓄積

さらに、インターネットやWebカメラを使ったテレビ会議システム等を活用することで、遠隔

地の学校等と交流する機会をもつことができる。一方通行の発表ではなく、発表したことに対し
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て質問を受け、それに答えることで思考が深まり、表現する際の工夫を図ることもできる。この

ような活動により対話や議論を通じて多様な考えに触れることで、集団として考えを練り合った

り発展させたりする協働的な活動を行うことができる。

⑻ 個に応じた評価の工夫

個に応じたきめ細かな評価を充実させるためには、児童一人一人の学習状況を丁寧に把握する

ことが大切である。

① 評価方法

評価方法については、次のような方法が考えられる。

ア 発問による評価

直接指導の授業中に、問題の理解や学習の進め方、学習内容などが十分理解されている

かどうかを具体的な質問によって確認する方法である。特に、課題把握段階や課題追究段

階での評価として有効である。

イ 観察法による評価

授業のそれぞれの段階において児童の活動状況を観察し、行動や発言等を評価の資料と

する方法である。全員を観察するだけでなく、特定の児童を観察したり、間接指導中に観

察したりする方法が考えられる。

ウ 作品による評価

ノートや学習カード等も含めて学習の成果として残された作品を活用する方法で、学習

後の自己評価や相互評価としても活用できる。

エ ペーパーテストによる評価

ペーパーテストは、児童の目標に対しての知識・理解や技能等の到達度を把握する上で

効果的である。また、テスト実施後には結果分析を十分に行うことで、児童の実態を客観

的に把握でき、以降の指導に役立てることができる。

オ 自己評価

学習の結果だけでなく、学習の過程についても視点を明らかにして自己評価させること

は効果的である。特に、学習の進め方についての自己評価は学び方を定着させる上でも有

効であると考えられる。また、自己評価を取り入れることによって学習により主体的に取

り組もうとする意識を高めることができる。

カ 相互評価

互いのよさを認め合い、客観性を培う観点からも有効な評価方法である。しかし、小集

団のため日頃の固定的な評価に陥らないよう、教師も相互評価に参加するなどの配慮が必

要である。また、異学年で行う場合は、児童の発達の段階を考慮して視点を決める必要が

ある。

② 各学習指導形態による評価の留意点

複式学級においては、単式学級における評価の留意点に加え、次の点に留意するとともに、

授業における様々な場面で行った評価を今後の指導に生かしていく必要がある。

ア 「わたり」による指導における評価の留意点

学年別の「わたり」による指導を行う場合は、間接指導の間、教師は児童の発言や行動
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の観察を行うことが難しくなり、その時の評価は、ノートやワークシートへの記述を基に

した評価が有効となる場合が多くなる。そのため、日頃からノートの記入指導を積極的に

行い児童が間接指導の間に取り組んだことや、話合いによる見方や考え方の変容を書かせ

るようにする。

イ 同単元同内容異程度（くりかえし案、一本案）指導における評価の留意点

同単元同内容異程度による指導を行う場合は、単元や内容が同じであっても、学年によ

り程度（単元・題材の目標、本時の目標）が異なるため、学年ごとの評価規準を設定する

必要がある。

ウ 同単元同内容同程度（Ａ・Ｂ年度案、二本案）指導における評価の留意点

同単元同内容同程度による指導を行う場合は、同じ目標、評価規準のもとに授業が展開

されることとなる。複式学級においては、単式学級以上に個人差の大きな異年齢集団であ

ることに留意する必要がある。下の学年の児童は、単元によっては当該学年の目標及び内

容ではなく、上の学年の目標及び内容で学習することがある。そのため、評価規準は同じ

であっても、一人一人の児童の取組状況を丁寧に捉え、評価し、個に応じた指導の充実を

図る必要がある。
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４ 参考資料 

⑴   平成 30年度複式学級担当教員研究会 研究授業指導案（日光市立足尾小学校） 

 

・【指導事例１（学年別指導事例）】 

 

第５・６学年算数科学習指導案 

 

１ 単元名 第５学年：形も大きさも同じ図形を調べよう 

      第６学年：文字を使って式に表そう 

２ 単元の目標(評価規準) 

第５学年「形も大きさも同じ図形を調べよう」 評価の観点 第６学年「文字を使って式に表そう」 

図形の合同の意味や合同な図形の性質などにつ

いて理解し、合同な図形をかくことを通して、

平面図形についての理解を深める。 

 具体的な場面について、数量の関係を文字を

用いて式で一般的に表したり、文字を用いた

式から数量の関係を読み取って具体的な場面

に表したりすることを通して、式を活用する

能力を伸ばす。 

合同という観点で、図形の性質を見直したり、

対角線に着目してできる図形を捉えたりして、

学習に生かそうとする。 

【関心・意

欲・態度】 

文字を用いると、数量の関係を式で一般的か

つ簡潔に表せることのよさに気付き、学習に

用いようとする。 

合同という観点から、図形の形や大きさを決め

る要素について考え、図形の性質としてまとめ

たり統合的に捉えたりすることができる。 

【数学的な

考え方】 

文字にいろいろな数を当てはめられることを

もとに、数量の関係を文字を用いた式で表す

ことの簡潔さや一般性について考える。 

必要な、対応する辺の長さや角の大きさを用い

て、合同な図形を弁別したりかいたりすること

ができる。 

【技能】 数量の関係を、文字を用いて式に表したり、

式から具体的な場面に表したり、文字に数を

当てはめて調べたりすることができる。 

図形の合同の意味や合同な性質について理解す

る。 

【知識・理

解】 

数量の関係を、言葉や□、〇などの代わり

に、文字を用いて式に表すことを理解する。 

３ 単元について 

(１) 教材観（略） 

(２) 児童の実態（略） 

(３) 指導観（略） 

４ 学校課題との関連（略） 

５ 人権教育との関連（略） 
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６ 指導・評価計画 

【第５学年】形も大きさも同じ図形を調べよう  本時 ５／10 

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）合同な図形 ８時間 

１ ○「合同」の意味につい

て理解する。 

 

・与えられた三角形、四角形と形も大き

さも同じ図形を見付ける。 

・用語「合同」の意味を知る。 

・四角形を裏返して重ね合わせることが

できるかどうかを調べる。 

・身の回りで合同な形をしたものを見付

ける。 

関形や大きさが同じ図形に関心を

もち、合同な図形の調べ方を工

夫して考えようとしている。 

知裏返してぴったり重なる場合も

含めて、合同の意味を理解して

いる。 

２ ○頂点、辺、角について

「対応する」の意味を

知り、合同な図形の性

質について理解する。 

・合同な図形について、重なり合う頂点、

辺、角を調べる。 

・用語「対応する」の意味を知る。 

・合同な図形の性質をまとめ、それを用

いて合同かどうかを判別する。 

考対応する辺の長さや角の大きさ

に着目して、合同な図形の性質

について考え、説明している。 

知合同な図形は対応する辺の長

さ、角の大きさが等しいことを

理解している。 

３ ○平行四辺形やひし形、

長方形、正方形を対角

線で分割してできた

三角形は合同である

ことを理解する。 

・台形や平行四辺形など、これまで学習

した四角形を１本の対角線で分割する

とどのような三角形ができるか考え

る。 

・分割してできた三角形について、合同

であるかどうか調べる。 

・同じようにして、２本の対角線で分割

したときの三角形について、合同であ

るかどうか調べる。 

・「算数新発見！」を読み、たこ形も対角

線で分割すると合同な三角形ができる

ことを理解する。 

知平行四辺形やひし形、長方形、

正方形は、対角線のひき方に関

係なく、分割してできた三角形

は合同であることを理解してい

る。 

４
・
５
本
時 

○合同な三角形をかく

のに、全ての構成要素

を調べる必要がない

ことを理解し、合同な

三角形をかくことが

できる。 

・三角形の構成要素に着目して、合同な

三角形のかき方を考える。 

・頂点Ａの位置の決め方について考え

る。 

考合同な三角形のかき方を考え、

どの辺の長さや角の大きさを使

ってかいたかを説明している。 

技合同な三角形をかくことができ

る。 

知全ての構成要素を使わなくて

も、合同な三角形がかけること

を理解している。 

6 ・二辺夾角、二角夾辺、三辺のかき方で 

合同な三角形をかく。 

・それぞれのかき方でどの辺や角を使っ

ているかを整理し、全ての構成要素を

使わなくても合同な三角形がかけるこ

とをおさえる。 

7 ・適用問題に取り組む。 
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8 

 

○三角形との形と大き

さが決まる要素の違

いをおさえ、合同な平

行四辺形のかき方を

理解する。 

・合同な三角形のかき方をもとに、合同

な平行四辺形のかき方を考える。 

・三角形の場合と異なり、四つの辺の長

さだけでは、形が決まらずかけないこ

とを知る。 

考合同な三角形のかき方をもと

に、合同な平行四辺形のかき方

を考え、説明している。 

技対角線で二つの三角形に分けて

考えて、合同な平行四辺形をか

くことができる。 

まとめ ２時間 

9 ○学習内容を適用して

問題を解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 技学習内容を適用して、問題を解

決することができる。 

10 ○学習内容の定着を確

認し、理解を確実にす

る。 

・「しあげ」に取り組む。 知基本的な学習内容を身に付けて

いる。 

 

【第６学年】文字を使って式に表そう  本時 ４／５ 

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）文字と式 ３時間 

１ ○数量の大きさを、文字

ｘを用いた式で一般

的に表すことを理解

する。 

・幅５㎝のテープの長さ□㎝のときの長方

形の面積を式に表す。 

・□の代わりに、文字ｘを使って式に表すこ

とを知る。 

・ｘに数値を代入して、式の値を求める。 

・面積が135cm2になるときのｘの値を求    

める。 

関□の代わりに、ｘなどの文字

を用いて数量の大きさを式

で一般的に表そうとしてい

る。 

技文字ｘに数を当てはめて、値

を調べたり、値からｘを調べ

たりすることができる。 

２ ○数量の関係を、文字

ｘ、ｙを用いた式で一

般的に表すことがで

きる。 

・円の直径の長さを□㎝、円周の長さを○cm

として、この関係を式に表す。 

・□や○の代わりに、文字ｘ、ｙを使って式

に表すことを知る。 

・ｘに数値を代入して、ｙの値を求める。 

・ｙに数値を代入して、ｘの値を求める。 

・ｘ、ｙを使って具体的な場面を式に表す。 

技数量の関係を文字を用いて

式に表すことができる。 

知数量の関係を、ｘやｙなどの

文字を用いて式に表すこと

を理解している。 

３
・
４
本
時 

○ｘ、ｙを用いて表され

た式から、具体的な場

面をつくり、言葉や図

で表すことができる。 

・20＋ｘ＝ｙ、20－ｘ＝ｙ、20×ｘ＝ｙ、  

20÷ｘ＝ｙの式を見て、具体的な場面をつ

くり、言葉や図で表す。 

・上記の式にある20を他の数に変えて、いろ

いろな場面をつくる。 

考一つの式からいろいろな具

体的な場面をつくることを

通して、文字を用いた式の一

般性について考えている。 

技ｘ、ｙを用いて表された式か

ら、具体的な場面をつくるこ

とができる。 
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まとめ １時間 

５ ○学習内容の定着を確

認し、理解を確実にす

る。 

・「しあげ」に取り組む。 

 

知基本的な学習内容を身に付

けている。 

７ 本時の指導 

授業デザイン(第５・６学年算数) 

実施日 平成  年 月  日（ ） 校時 指導者  

単元名 
第５学年 形も大きさも同じ図形を調べよう(５／10) 

第６学年 文字を使って式に表そう(４／５) 
児童 

第５学年  名（男子 名、女子 名） 

第６学年  名（男子 名、女子 名） 

 第５学年 第６学年 

本時の 

目標 

合同な三角形をかくのに、全ての構成要素を調

べる必要がないことを理解し、合同な三角形を

かくことができる。 

ｘ、ｙを用いて表された式から、具体的な場面を

言葉や図で表すことができる。 

評価 

合同な三角形をかくのに、全ての構成要素を調

べる必要がないことを理解し、合同な三角形を

かくことができたか。 

ｘ、ｙを用いて表された式から、具体的な場面を

言葉や図で表すことができたか。 

人権教育

の視点 

・自分の思いや考えを伝えるとともに、友達の考えも生かしながら問題解決に向かい(実践力)、

自分の考えを深められるようにする。(感受性) 

生かした

い児童

（略） 

  

 

第５学年 T1

の位

置 

第６学年 

形態 

時間 

支援を必要とする子供の姿

と支援等 

主な学習活動 主な学習活動 支援を必要とする子供の姿

と支援等 

形態 

時間 

一斉 

 

３分 

○題意の読み取りに困難を

抱えている。 

→個別での読み取り後、全

体でも確認。 

 

１．学習課題、本

時のめあてを確

認する。 

  １．前時の復習 

(プリント) 

○思考が止まってしまっている児童 

→友達の考えを見たり聞いたり

することで、本人の思考につ

なげたい。 

→前時までのノートや教科書

を参考にすることで思考につ

なげる。 

→T2による支援 

個人 

グループ 

全体 

 

３分 

○め「２辺１角」「１辺２角」を使って合同な図形

をかく方法を考え、必要な条件を見付けよう

う。 

４ 下の三角形 ABC と合同な三角形のかき方

を考えましょう。 
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個人 

グループ 

全体 

 

２５分 

○思考が止まってしまっている児

童 

→友達の考えを見たり聞いた

りすることで、本人の思考

につなげたい。 

→前時までのノートや教科

書を参考にすることで思考

につなげる。 

→T2による支援 

 

 

 

 

２．「２辺１角」

「１辺２角」の

条件に絞って、

合同な三角形を

かく。 

 

 

 

 

  ２．学習課題、本

時のめあてを確

認する。 

○題意の読み取りに困難を

抱えている。 

→個別での読み取り後、全

体でも確認。 

 

 

 

 

 

一斉 

 

３分 

 

  ３．場面に合った

式を正確に選ぶ

ためには、どの

ような図をかく

とよいか考え

る。 

○思考が止まってしまっている児童 

→友達の考えを見たり聞いたり

することで、本人の思考につ

なげたい。 

→前時までのノートや教科書

を参考にすることで思考につ

なげる。 

→T2による支援 

○図ではなく絵をかいてし

まう。 

→絵よりも図の方が簡単に

短時間でかくことができ

ることを思い出させる。 

個人 

グループ 

全体 

 

２４分 

 

 

一斉 

5分 

 

○合同と相似(拡大図・縮

図)の違いに対する理解

が困難である。 

→大きさの違う三角定規を

実際に当てて確かめるこ

とで、より実感できるよ

うにする。 

３．「３角」は合

同な三角形を

かく条件とし

て適切ではな

いことを理解

する。 

  ４．(ジャンプ課

題) 

図から問題を考

え、立式をす

る。 

○思考が止まってしまっている児童 

→友達の考えを見たり聞いたり

することで、本人の思考につ

なげたい。 

 

 

個人 

グループ 

全体 

 

１０分 

 

個人 

グループ 

全体 

７分 

○条件を調べることに執着

してしまう。 

→最低限の条件が揃えば、

合同な三角形をかくこと

ができることを思い出さ

せる。 

４．適用問題に

取り組む。 

  

個人 

５分 

 ５．振り返り   ５．振り返り  個人 

５分 

子供たちがねらいを達成したかどうかを判断する具体的な内容 

第５学年 第６学年 

○め場面にあった式を正確に選ぶためには、どんな

図をかくとよいか考えよう。 

３ 次の式に表される場面について考えましょう。 
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●合同な三角形をかくためには三つのどんな条件が分か

ればよいか理解している。 

（振り返りの記述において） 

→「六つ全ての条件が分からなくても、必要な条件が分

かれば合同な三角形をかくことができる」 

→「合同な三角形をかくには『３辺』『２辺とその間の

角』『１辺とその両はしの角』が分かれば、ほかの条件

はいらない」 

→「『三つの角』が分かっても合同な三角はかけない、と

いうことは、合同な図形をかくためには辺の長さが大

切なのかもしれない」 

●図をかくことで場面に合った式を正確に選ぶことがで

きることを理解している。 

（振り返りの記述において） 

→「場面と合う式を選べたとしても、図をかくことで自

分の考えが正しいか確認することができることが分か

った」 

→「場面と合う式が選べないときは、簡単な図をかくと

よい」 

→「場面を図に表すことで、文字(ｘ、ｙ)と数の関係が

分かりやすくなる」 

 

 

板書計画 

【第５学年】 固定黒板 

 

 

 

 

 

【第６学年】 移動黒板 

  

 

○め残りの条件を使って合同な図形をかく方

法を考え、使える条件を見付けよう。 

右の三角形ABCと合同な三角形のかき方を考えましょう。 

表 

前グループ

③ 名前 

後グループ

② 名前 

後グループ

③ 名前 

○め場面にあった式を正確に選ぶためには、どんな図をかくとよいか考えよ

う。 

次の式に表される場面について考えましょう。 

① ２０円のあめとｘ円のジュ

ースを買います。代金はｙ円

です。 

② 面積が２０㎠ の長方形があ

ります。たての長さがｘ㎝の

時、横の長さはｙ㎝です。 

③ 折り紙が２０枚あります。ｘ枚

使うと、残りはｙ枚です。 

④ 底辺が２０㎝で、高さがｙ

㎝の平行四辺形の面積は

ｙ㎠ です。 

○ふ  ・場面に合った式をより正確に選ん

だり、立てたりするには？ 

   ・分かったこと、気が付いたこと 

児童の考え 

ジャンプの課題① 

前グループ

② 名前 

○ふ  ・合同な三角形をかくためには？ 

   ・分かったこと、気が付いたこと 

ジャンプの課題② 
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・【指導事例２（同単元同内容同程度指導事例）】 

 

第３・４学年道徳科学習指導案 

            

１ 主題名 わたしもあなたもいい気持ち Ｂ 礼儀 

２ 教材名 「おもいがけないあいさつ」（出典：みんなの道徳４年 学研） 

３ 主題設定の理由 

 （１）ねらいとする価値について（略） 
（２）児童の実態（略） 

 （３）教材について（略） 

４ 学校課題との関連（略） 

５ 本時の指導 

 （１）ねらい 
    挨拶する側とされる側の気持ちが通じ合いうれしくなるような挨拶が礼儀正しい挨拶である

ことに気付き，周囲の人にも真心を込めた挨拶をしていきたいという気持ちを高める。 
 （２）人権教育の視点 
   ・人の言動に左右されたり偏見をもったりしないで，自分の心に誠実に明るく生活しようとする

心情を養う。（判断力） 
   ・自分と他の人の考え方や意見の違いに気付くとともに，認め合うことができる。（技能） 
 （３）生かしたい児童（略） 

（４）展開 

発問 学習活動 ・児童の表れ 時間形態 教師の支援 留意点 

１事前アンケートをもとに礼儀正しい挨拶につ
いて考える。 

礼儀正しい挨拶とはどのような挨拶だろう。 
 

全体 
 
個人 

５分 

・事前アンケートをもとに礼儀の価
値について考える。 

・グラフにネームプレートを貼り，意
欲を高める。 

２教材を読み，礼儀正しい挨拶について話し合
う。 

（１）挨拶された父とゆきおの気持ちを考える。 
・父：当たり前なのにうれしい。 
・父：礼儀正しくされてうれしい。 
・ゆ：ぼくたちが言う側なのに。 
・ゆ：ありがとうって言われてうれしい。 
・女子高生・野球少年：譲ってくれてありがとう。 
（２）ゆきおがした挨拶について話し合う。 
 
 
 
 
・優しい声で言ったんじゃないかな。 
・おばあさんの方を向いて挨拶したからだと思
う。 

・聞こえやすい声の大きさだったと思う。 
・ゆきおの気持ちが伝わったんだと思うよ。 
・「おばあさん」と言ってくれたからうれしかっ
た。 

・両方ないとだめだと思う。 
・相手の顔を見ながら「ありがとう」と言えば伝
わるし相手もうれしい。 

・気持ちを込めたら優しい声になると思う。 
・思いやりの気持ちがあれば、相手の方を向いた
り、優しい声になったりすると思う。 

礼儀正しい挨拶とはどのような挨拶だろう。 
・自分の気持ちが相手に伝わるような挨拶 
・ありがとうの気持ちを込めたり、相手をしっか
り見たりする挨拶 

・自分も相手もうれしくなる挨拶 

個人 
全体 
 
 
 
 
  10分 
 
 
グループ 
個人 
 
全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体 

20分 

・礼儀正しくした側の気持ちも考え
させることでお互いがうれしい気
持ちになったことに気付くように
する。 

・板書に笑顔の絵を掲示することで
視覚的に理解できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
・考えを小グループで話した後，ワー
クシートに考えを記入する。 

・３・４年生がグループ活動を共に行
うことによって，様々な価値観に触
れられるようにする。 

・ゆきおの気持ちに迫る児童には、ど
んな気持ちか問い返すことで相手
を思いやる気持ちに児童が気付く
ようにする。 

・おばあさんとゆきおの笑顔を掲示
することでお互いの気持ちが通じ
合う挨拶をすると自分も相手もう
れしい気持ちになることが視覚的
に理解できるようにする。 

おばあさんはどうしてうれしそうに「すてき

なあいさつだね。」と言ってくれたのだろう。 
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３本時の学習を振り返る 
（１）ワークシートに感想を記載する。 
（２）バスの運転手さんや公仕の先生のインタビ

ュー音声を流し，今までの生活を振り返っ
たり、これからの生活について思いを馳せ
る。 

個人 
５分 
５分 

・３年○○には話を聞きながら書く
内容を整理することでこれからの
意欲につなげる。 

・音声のみにすることで児童が自分
の姿を振り返ったり想像したりで
きるようにする。 

 

子供たちがねらいを達成したかどうかを判断する具体的な内容 

第４学年 
（振り返りの記述において） 
・相手に自分の気持ちが伝わる挨拶をすることが
大切だと思った。明日からしていきたいな。 

・相手のことを思って挨拶すれば自分も相手もう
れしい。だからぼくもやってみたい。 

第３学年 
（振り返りの記述において） 
・自分も相手もうれしくなるような挨拶をこれか
らしていきたいと思った。 

・礼儀正しく挨拶すると自分も相手もうれしくな
ると分かった。 
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⑵ 平成29年度複式学級新担任教員研究会 研究授業指導案（矢板市立西小学校）

・【指導事例３（同単元同内容異程度指導事例）】

第３・４・５学年体育科学習指導案

１ 単元名 プレルボール

２ 単元の目標

【第３･４学年】

・きまりを守り、仲間と協力して安全に運動に取り組もうとする。 （関心・意欲・態度）

・楽しく運動するための活動を工夫したり、ゲームで簡単な作戦を立てたりすることができる。

（思考・判断）

・ラリーを続けたり、ボールをつないだりして簡単なゲームを行うことができる。（運動の技能）

【第５学年】

・ルールを守り、互いに励まし合い、教え合いながら、協力して練習やゲームができるようにする。

（関心・意欲・態度）

・チームに適しためあてをもち、攻撃と防御を工夫しながら、練習やゲームをすることができる。

（思考・判断）

・サーブ、パス、アタックの技能を身に付け、連係プレーによる攻撃をゲームに生かすことができ

る。 （運動の技能）

３ 単元の指導について

（１）教材観（略）

（２）児童の実態（略）

４ 学校教育目標との関連（略）

５ 人権教育との関連（略）

６ 指導計画及び評価計画

【第３･４学年】（10時間扱い）

時 本時の目標 学習活動 評 価 規 準 努力を要すると判

観 十分満足できると おおむね満足でき 断される状況の児

点 判断される状況 ると判断される状 童への支援・援助

況 【評価方法】

１ ゲームの方法 プレルボール 関 基本的なルールを プレルボールを楽 基本的なルールを

本 やルールを確 のゲームの方 ・ 確かめ、プレルボ しもうとする気持 確かめるため、解

時 かめ、試しの 法やルールを 意 ールを楽しもうと ちをもっている。 説をしながら試技

ゲームをする 確かめ、試し ・ する気持ちをもっ 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 を見せるようにす

ことができ のゲームをす 態 ている。 る。

る。 る。

２ プレルボール ボールの打ち 技 ひざや腕の使い方 状況に応じてボー スモールステップ

・ でゲームを行 方を理解し、 能 を意識しながらボ ルを操作できる。 を設け、少しの伸

３ うための基本 練習する。 ール操作ができ 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 びでも達成感が味

的なプレーを る。 わえるようにす

身に付けるこ る。

とができる。
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４ ボールつきを ・チームを決 思 ボールの動きを理 ボールの動きを理 どのようにパスを

・ 友達と楽しん め練習する。 ・ 解した上で、次の 解することができ したら相手が打ち

５ だり、工夫し ・パス練習。 判 プレーヤーがボー る。 やすいか身をもっ

たりする。 ルを操作しやすい 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 て体験させ、考え

よう球出しができ させる。

る。

６ チームで協力 ・練習計画に 技 ラリーを続けた 連係プレーを生か それぞれのポジシ

・ して、ゲーム 沿って各グル 能 り、ボールをつな した練習をするこ ョンの役割を具体

７ を楽しむこと ープの課題を いだりして簡単な とができる。 的にアドバイスす

・ ができる。 練習する。 ゲームを行うこと 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 る。

８ ・ゲームをす ができる。

る。

関 互いに励まし合い ラリーを続けたり、 あわてずにゆっく

・ ラリーを続けた ボールをつないだ り動き、できるだ

意 り、ボールをつな りして、ゲームを け正確にボールを

・ いだりして簡単な 楽しんでいる。【観 操作できるように

態 ゲームを楽しんで 察、学習ｶｰﾄﾞ】 声をかける。

いる。

９ 作戦を立てて 作戦を立てて 思 より楽しく運動す 簡単な作戦を立て 能力に応じてハン

・ ゲームをする ゲームをす ・ るために、簡単な てゲームに取り組 デが付けられるよ

10 こ とができ る。 判 作戦を立ててゲー むことができる。 うな簡単なルール

る。 ムに取り組むこと 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 を設けて行うよう

ができる。 にする。

【第５学年】（７時間扱い）

時 本時の目標 学習活動 評 価 規 準 努力を要すると判

観 十分満足できると おおむね満足でき 断される状況の児

点 判断される状況 ると判断される状 童への支援・援助

況 【評価方法】

１ リーダーシッ プレルボール 関 ゲームのルールを 基本的なルールや 基本的なルールを

本 プをとりなが のゲームの方 ・ 解説したり、プレ ゲームの方法を教 確かめさせる。

時 らゲームの方 法やルールを 意 ーの仕方を教えた えながら、チーム

法やルールを 確かめ、試し ・ りしながら、チー での練習を楽しん

確かめ、手本 の試合をす 態 ムでの練習を楽し でいる。

を見せながら る。 んでいる。 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】

試しの試合を

することがで

きる。

２ サーブ、パ サーブ、パ 技 ひざや腕の使い方 状況に応じてボー スモールステップ

ス、アタッ ス、アタッ 能 を意識しながらボ ルを操作できる。 を設け、達成感が



- 26 -

クなど基本 クなど基本 ール操作ができ 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 味わえるようにす

的なプレー 的なプレー る。 る。

を身に付け を練習する。

ることがで

きる。

３ チームごとに ・チームを決 思 各ポジションの役 ボールの動きを理 次のプレーヤーに

工夫して練習 め練習する。 ・ 割を確認しなが 解した上で、次の どのようなパスを

することがで ・パス練習。 判 ら、ボールの動き プレーヤーがボー したら打ちやすい

きる。 を理解した上で、 ルを操作しやすい か考えさせる。

次のプレーヤーが よう球出しができ

ボールを操作しや る。

すいよう球出しが 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】

できる。

４ 攻撃や防御 簡単なルー 技 各ポジションの役 連係プレーを生か それぞれのポジシ

を工夫して、 ルを決めゲ 能 割を果たしなが した練習をするこ ョンの役割を具体

ゲームがで ームを行う。 ら、連係プレーを とができる。 的にアドバイスす

きる。 生かした練習をす 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】 る。

ることができる。

５ チームで協力 ・練習計画に 関 互いに励まし合い ラリーを続けたり、 あわてずにゆっく

して、練習や 沿って各グル ・ 教え合いながら、 ボールをつないだ り動き、できるだ

ゲームを楽し ープの課題を 意 練習やゲームを楽 りして、ゲームを け正確にボールを

むことができ 練習する。 ・ しんでいる。 楽しんでいる。【観 操作できるように

る。 ・ゲームをす 態 察、学習ｶｰﾄﾞ】 声をかける。

る。

６ 作戦を立て 作戦を立て 思 プレルボールの特 チームで作戦を立 作戦に合う動き方

・ てゲームを てゲームを ・ 性を活かして、作 てて、ゲームに取 を考えさせたり、

７ することが する。 判 戦を立ててゲーム り組むことができ 助言したりする。

できる。 に取り組むことが る。

できる。 【観察、学習ｶｰﾄﾞ】

※ 第３、４学年と第５学年の時数の扱いについては、標準時数が異なるため、第３、４学年は１

学期に週当たりの体育の時数を第５学年よりも0.5時間多く取り、第３、４学年だけで行う体育の

時間を設定している。本単元も技能の基礎的な内容を扱う時間には、第３、４学年だけで授業を

行う計画である。

７ 本時の指導

（１）題材名 プレルボール

（２）ねらい 第３・４学年：ゲームの方法やルールを確かめ、試しのゲームをすることができる。

第５学年：リーダーシップをとりながら、ゲームの方法やルールを確かめ、練

習をすることができる。

（３）人権教育の視点

友達と互いに協力しあって運動したり、練習したりする活動を通して「感受性」育成につなげ

ていきたい。

（４）生かしたい児童（略）



（
５
）
展
開

◎
人
権
教
育
上
の
配
慮

※
学
校
教
育
目
標
と
の
関
連
〔

で
自
分
で

と
み
ん
な
と

に
先
生
に
〕

具
体
目
標

形
態
（
分
）

学
習

活
動

指
導
上
の
留
意
点

具
体
の
評
価
規
準

資
料
・
準
備

・
健
康
観
察
を
す
る
。

１
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が

一
斉

１
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
。

・
各
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
る
。

で
き
る
。

（
５
）

・
準
備
運
動
を
す
る
。

２
本
時
の
め
あ
て
と
自
分
の

一
斉

２
本
時
の
め
あ
て
を
つ
か
む
。

・
今
日
の
学
習
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

め
あ
て
提
示

課
題
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

（
３
）

用
紙

る
。

【
第
３
・
４
学
年
】

学
習
カ
ー
ド

で
ゲ
ー
ム
の
方
法
や
ル
ー
ル
を
確
か
め
、
試
し
の
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

【
第
５
学
年
】

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム
の
方
法
や
ル
ー
ル
を
確

か
め
、
手
本
を
見
せ
な
が
ら
試
し
の
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
ル
ー
ル
の
確
認
を
す
る
こ

一
斉

３
第
４
、
５
学
年
の
児
童
が
見
本
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
第
３
学
年
の
・
ル
ー
ル
が
し
っ
か
り
と
守
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
。

ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾄ
ﾞ
ｯ
ｼ
ﾞ
ﾎ
ﾞ

と
が
で
き
る
。

（
５
）

児
童
は
そ
れ
を
見
て
プ
レ
ル
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
知
る
。

・
４
、
５
年
の
ゲ
ー
ム
を
見
せ
な
が
ら
解
説
を
し
、
３
年
生
に
ル
ー

ｰ
ﾙ
８
個

ル
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

ル
ー
ル
の
掲

４
２
組
に
分
か
れ
て
パ
ス
と
グ
ル
ー
プ
４

２
組
に
分
か
れ
て
コ
ー
ト
を
使
っ
て
練
習
す
る
。

・
４
人
１
組
の
４
チ
ー
ム
（
第
３
～
５
学
年
混
合
の
縦
割
り
チ
ー
ム
）
【
第
５
学
年
】

示
物

サ
ー
ブ
の
練
習
を
す
る
こ
と
（
１
２
）

・
パ
ス
練
習

に
分
け
、
そ
の
中
の
２
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
て
１
組
と
す
る
。

〈
関
心
・
意
欲
・
態
度
〉

が
で
き
る
。

・
サ
ー
ブ
練
習

◎
友
達
と
声
を
か
け
合
っ
て
練
習
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

Ａ
：
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を

と
・
ね
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
パ
ス
や
サ
ー
ブ
す
る
よ
う
促
す
。

解
説
し
た
り
、
プ
レ
ー
の

・
Ｔ
１
：
全
体
を
見
て
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
に
指
導
。
Ｔ
２
：
Ａ
仕
方
を
教
え
た
り
し
な
が

【
第
５
学
年
】

コ
ー
ト
の
支
援
、
指
導
。
Ｔ
３
：
Ｂ
コ
ー
ト
の
支
援
、
指
導
。

ら
、
チ
ー
ム
で
の
練
習
を

【
Ａ
：
十
分
に
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
の
児
童
の
反
応
】

【
Ａ
に
対
す
る
支
援
】

楽
し
ん
で
い
る
。

・
ル
ー
ル
を
解
説
し
た
り
、
プ
レ
ー
の
仕
方
を
教
え
た
り
、
手
本
を
・
他
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
の
必
要
な
児
童
が
い
な
い
か
確
認
さ
せ
る
。
Ｂ
：
基
本
的
な
ル
ー
ル
や

見
せ
た
り
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
。

【
Ｂ
に
対
す
る
支
援
】

ゲ
ー
ム
の
方
法
を
教
え
な

【
Ｂ
：
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
の
児
童
の
反
応
】
・
必
要
に
応
じ
て
手
本
を
見
せ
た
り
、
ル
ー
ル
の
解
説
を
す
る
よ

が
ら
、
チ
ー
ム
で
の
練
習

・
パ
ス
、
サ
ー
ブ
の
仕
方
を
教
え
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
。

う
助
言
す
る
。

を
楽
し
ん
で
い
る
。

【
Ｃ
：
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
況
に
達
し
て
い
な
い
児
童
の
反
応
】
【
Ｃ
に
対
す
る
支
援
】

【
観
察
､学
習
ｶｰ
ﾄﾞ
】

・
チ
ー
ム
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
だ
け
の
練
習
に
な
っ
て
い
る
。

・
ア
ド
バ
イ
ス
の
必
要
な
児
童
に
支
援
す
る
よ
う
に
促
す
。

５
プ
レ
ル
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
５

試
し
の
ゲ
ー
ム
を
す
る

◎
友
達
と
声
を
か
け
合
っ
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

【
第
３
・
４
学
年
】

ﾎ
ｲ
ｯ
ｽ
ﾙ
２
個

こ
と
が
で
き
る
。

（
１
５
）

・
Ｔ
１
：
全
体
を
見
て
適
宜
指
導
を
す
る
。
Ｔ
２
：
Ａ
コ
ー
ト
審
判
〈
関
心
・
意
欲
・
態
度
〉

【
第
３
・
４
学
年
】

兼
得
点
。
Ｔ
３
：
Ｂ
コ
ー
ト
審
判
兼
得
点
。

Ａ
：
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

と
【
Ａ
：
十
分
に
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
の
児
童
の
反
応
】

【
Ａ
に
対
す
る
支
援
】

確
か
め
、
プ
レ
ル
ボ
ー
ル

・
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
確
か
め
、
プ
レ
ル
ボ
ー
ル
を
楽
し
も
う
と
す
・
基
本
的
な
ル
ー
ル
が
理
解
さ
れ
て
い
る
か
、
状
況
に
応
じ
て
適

を
楽
し
も
う
と
す
る
気
持

る
気
持
ち
を
も
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。

宜
解
説
を
す
る
。

ち
を
も
っ
て
い
る
。

【
Ｂ
：
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
の
児
童
の
反
応
】
【
Ｂ
に
対
す
る
支
援
】

Ｂ
：
プ
レ
ル
ボ
ー
ル
を
楽

・
プ
レ
ル
ボ
ー
ル
を
楽
し
も
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て
ゲ
ー
ム
を
・
い
い
プ
レ
ー
や
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
褒
め
、
や
る
気
を
鼓
舞

し
も
う
と
す
る
気
持
ち
を

し
て
い
る
。

す
る
。

も
っ
て
い
る
。

【
Ｃ
：
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
況
に
達
し
て
い
な
い
児
童
の
反
応
】
【
Ｃ
に
対
す
る
支
援
】

【
観
察
､学
習
ｶｰ
ﾄﾞ
】

・
プ
レ
ル
ボ
ー
ル
を
楽
し
め
て
い
な
い
。

・
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
思
い
切
っ
て
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
よ
う
促

し
、
少
し
で
も
で
き
た
ら
大
き
く
褒
め
る
。

６
本
時
の
学
習
を
振
り
返
る

個
人

６
本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
学
習
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
。

・
健
康
観
察
を
す
る
。

学
習
ｶ
ｰ
ﾄ
ﾞ

こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）

・
落
ち
着
い
て
振
り
返
り
に
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
知
り
、
守
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
ま
た
プ
レ
ル

に
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
か
確
認
す
る
。
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 ⑶  平成28年度複式学級新担任教員研究会 研究授業指導案（壬生町立藤井小学校） 

 

・【指導事例４（同単元同内容異程度指導事例）】 

 

第１・２学年 生活科学習指導案                                                                        

 

１ 単元名    みんなでつくろう「ふじいまつり」 

２ 単元の目標 

  これまでに体験した行事や見聞きした行事を参考に、友達と協力して、自分たちで行事の企画、準備を工

夫して行い、お世話になった地域の人や、家の人を学校に招待して、みんなでおまつりを楽しむことができ

る。 

３ 単元について 

（１）教材観（略） 

（２）児童の実態（略）  

４ 学校課題との関連（略） 

５ 人権教育との関連（略） 

６ 単元の指導・評価計画（全 20時間） 

次 時間 学習活動 評価規準と評価方法 

 

１ 

 

六 

・

七 

月 

 

１

本

時 

「けいかくを たてよう」（本時１／３） 

・昨年の「ふじいまつり」から、内容や様

子を確認し、どのようなおまつりにしたい

か考える。 

・「ふじいまつり」に招待する人に見せたい

物や、やってあげたいことを相談してプロ

グラムを決める。 

・「ふじいまつり」を行うために必要な準備

について話し合い、仕事の分担を決める。 

（関）楽しいおまつりにしようという気持ちをもつこ

とができる。     【ワークシート・発言・行動】 

（関）楽しいおまつりにするために、進んで計画を立

てようとしている。【ワークシート・発言・つぶやき】 

（思）みんなが楽しめるようなおまつりにするために、

会の内容や準備することを考えることができる。 

【ワークシート・発言】 

（気）これまでの活動を通してお世話になった人や仲

良くなった人を招待するとよいことに気付いている。 

                【発言・つぶやき】                          

～
 

３ 

 

２ 

 

九 

月 

か

ら 

 

４ 

「じゅんびを しよう」 

・班ごとに分かれて、遊びに必要な物を準

備したり作ったりする。 

・準備した物を使って発表の練習をしたり、

遊び方の工夫をしたりする。 

・飾り付けや各コーナーの設置など、会場

の準備をする。 

 

（関）材料を用意したり制作方法を調べたりして、お

まつりに必要な物や作品を、友達と協力して準備しよ

うとしている。         【つぶやき・行動】 

（思）準備物や作品を工夫して作ったり、発表の仕方

や遊び方を工夫したりすることができる。 

【つぶやき・行動・作品】 

（気）発表の仕方や遊び方を助言し合う中で、友達の

よさに気付いている。      【発言・つぶやき】 

～ 

14 

 

３ 

 

十 

一 

月 

 

15 

「おまつりを たのしもう」 

・おまつりの会場を準備し、招待した人を

前にして、会をオープンする。 

・計画に従って、出し物を発表し、それぞ

れのお店屋さんを開く。 

 

（関）招待した人や友達といっしょに、楽しいおまつ

りにしようと進んで活動に取り組んでいる。 

【つぶやき・行動】 

（思）招待した人や友達が楽しめるように、おまつり

の進め方や出し物の演じ方、遊び方などを工夫するこ

とができる。       【発言・つぶやき・行動】 

（気）友達と出し物の演じ方や遊び方を助言し合う中

で、友達のよさに気付いている。 【つぶやき・行動】 

～ 

17 

４ 

 

十 

一 

月 

 

18 

「おれいを しよう」 

・自分たちがおまつりでできたことを振り

返る。 

・招待した人にお礼の手紙を書いて届ける。 

（関）おまつりのことを振り返り、来てくれた人に感

謝の気持ちを伝えようとしている。【発言・つぶやき】 

（気）来てくれた人に感謝することの大切さに気付い

ている。              【発言・手紙】 
～ 

20 
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７ 本時の指導 

（１） 目標   

・ 「ふじいまつり」について知り、楽しいおまつりにしようという気持ちをもつことができる。（第１学

年）   

・ 昨年の「ふじいまつり」を想起し、第１学年の児童に教えながら、楽しいおまつりにしようという気

持ちをもつことができる。（第２学年）                    （関心・意欲・態度） 

（２） 人権教育の視点 

・ 互いに意見や考えを交流し合う活動を通して、自分の考えを深めることができる。（実践力） 

・ 第２学年の児童は第１学年の児童に対して優しく教えてあげることができる。（技能） 

（３） 生かしたい児童（略） 

（４） 展開  

        （◎学校課題との関連 ☆支援  人権教育上の配慮 ◇評価）   第１・２学年共通 

時間 学習活動 
支援と評価  資料・準

備 第１学年 第２学年 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時のめあてを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

２ 昨年の「ふじいま

つり」の様子を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ どんな「ふじいま

つり」にしたいか話

し合う。 

 

 

① 自分の考えをワ

ークシートに書

く。 

② 発表する。 

 

 

 

 

○昨年の「ふじいまつり」の看板

を見せたり（Ｔ１）、音楽を流し

たり（Ｔ２）することで、「ふじ

いまつり」に関心をもたせる。 

 

めあて 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆はっぴを着せたり、昨年作った

おもちゃなどに触らせたりし

て、興味をもたせる。（Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎☆自分で書けないときは、教師

が聞きながら書く。言葉にでき

ないときは、表の写真を参考に

させる。（Ｔ２） 

 

 

 

 

○昨年の「ふじいまつり」の看板

を見せたり（Ｔ１）、音楽を流

したり（Ｔ２）することで、今

年もまた「ふじいまつり」をや

りたいという気持ちをもたせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆思い出せない児童には、自分が

担当したお店屋さんについて

話しをさせる。（Ｔ１） 

昨年経験した「ふじいまつり」

の様子や感想を、１年生にもわ

かる言葉で、くわしく教えるよ

うにさせる。 

 

 

 

 

 

 

○昨年書いた、「ふじいまつり」

の日記から、昨年抱いた今年の

「ふじいまつり」への意気込み

を思い出させる。（Ｔ１） 

○昨年、「来年は僕たちが中心に

なってがんばります。」と言っ

たことを写真から思い出させ、

２年生として、１年生をリード

看板 

ＣＤ 

 

 

 

 

 

 

大型テレビ 

パソコン 

ＤＶＤ 

写真 

はっぴ 

昨年作っ

たおもち

ゃ等 

表 

 

 

 

 

 

ワーク 

シート 

日記帳 

写真 

 

 

 

 

○昨年の「ふじいまつり」の楽しかった様子がよくわかるように、

ＤＶＤ・写真・はっぴ・作った物などを提示する。（Ｔ１・Ｔ２） 

○昨年の「ふじいまつり」についてのクイズを出し、第１学年の

児童に答えさせ、第２学年の児童に解説させ（Ｔ１）ながら内

容を表にまとめ（Ｔ２）、様子がわかりやすいようにする。 

 

◎どんな「おまつり」にしたいか、ワークシートに書かせ、発表

させる。 

お互いの考えを話し合うことで、楽しい「おまつり」にしたい

という気持ちを深めさせる。 

 

 

どんな「ふじいまつり」にしたいか かんがえよう 
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５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りを行い、

次時の学習への課題

をもつ。 

 

 

 

◇「ふじいまつり」について知

り、楽しいおまつりにしよう

という気持ちをもつことがで

きた。 

（関心・意欲・態度） 

【発言・行動】 

 

 

 

 

 

していこうという気持ちをも

たせる。（Ｔ１） 

 

◇昨年の「ふじいまつり」を想

起し、１年生に教えてあげな

がら、楽しいおまつりにしよ

うという気持ちをもつこと

ができた。 

（関心・意欲・態度） 

【ワークシート・発言・行動】 

 

 

 

 

○振り返りをさせた後、次時は内容や準備することを考えること

を伝え、活動への意欲につなげる。（Ｔ１） 
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⑷  平成 27年度複式学級新担任教員研究会 研究授業指導案（鹿沼市立粕尾小学校） 

 

・【指導事例５（同単元同内容同程度指導事例）】 

 

第３・４学年 音楽科学習指導案 

 

１ 単元名   拍の流れにのってリズムを感じ取ろう 

２ 単元の目標  

○ 拍子やリズムの特徴を感じ取りながら、拍の流れにのって表現する。 

（音楽的な感受や表現の工夫） 

○ リズムの組み合わせを工夫したり、反復・問いと答え・変化などの音楽の仕組みを生かしたりし

て言葉のリズムアンサンブルをつくる。                    （表現の技能） 

３ 単元について 

（１）教材観（略） 

（２）児童の実態（略） 

（３）指導観（略） 

４ 学校課題との関連（略） 

５ 人権教育との関連（略）   

６ 単元の位置付け   

【第２学年】        【第３・４学年】      【第５・６学年】 

  

 

 

 

 

 

 

７ 単元の指導・評価計画（全８時間） 

次 
時

間 
学 習 活 動 教材名 具体の評価規準 

一 

１ 

 

○打楽器の音色やリズムの特

徴を感じ取って聴く。 

・いろんな木の実 

 

・ブラジル 

 

 

【関・鑑】打楽器の音色やリズムと旋律の重なりが生み

出す曲想を感じ取りながら聴く学習に進んで取り組も

うとしている。       【行動観察・発言内容】 

２ 

本

時 

○旋律の特徴や打楽器のリズ

ム伴奏のおもしろさを感

じ取りながら歌う。  

【関】リズムの特徴を感じ取りながら、拍の流れにのっ

て歌ったり演奏したりする学習に進んで取り組もうと

している。    【表情観察・行動観察・発言内容】 

３ 
○歌と打楽器を合わせて拍の

流れにのって演奏する。 

【技】友達の歌声や楽器の音を聴きながら、拍の流れに

のって、リズム伴奏を演奏している。  【演奏聴取】 

二 ４ 

 

 

○４文字の言葉のリズムを拡

大したり縮小したりして、

リズムをつくることに興

味・関心をもつ。 

○二つのパートに分かれ、反

復・問いと答え・変化を使

って８小節のリズムアン

サンブルをつくる。 

・言葉でリズム

アンサンブル 

【関】言葉のリズムやその組合せに興味・関心をもち、

友達とリズムアンサンブルをつくる活動に進んで取り

組もうとしている。     【発言内容・行動観察】 

拍の流れにのって、歌と打楽器を合わせて演奏する。 

 

くり返しや変化を使って、リズムアンサンブルをつくる。 

 

はくのまとまりを 

かんじとろう 

ひょうしをかんじて 

リズムをうとう 

拍の流れにのって 

リズムを感じ取ろう 
曲想を味わおう 
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５ ○グループのリズムアンサン

ブルをつくる。 

【創】言葉のもつリズムを聴き取り、拍の流れを感じ取

りながらリズムを拡大・縮小して組み合わせ、反復・

問いと答え・変化などを生かしたリズムアンサンブル

をつくり、どのような音楽をつくるかについて思いや

意図をもっている。【行動観察・発言内容・演奏聴取】 

【技】リズムの特徴を理解して、拍の流れにのって、反

復・問いと答え・変化などを生かしたリズムアンサン

ブルをつくっている。         【演奏聴取】 

三 ６ 

 

 

○歌詞を理解し、情景を想像

しながら歌う。 

○発声や発音などに気を付

け、歌詞の内容や曲想にふ

さわしい歌い方で歌う。 

・まきばの朝 

 

 

【技】発声や発音・フレーズに気を付け、歌詞の内容や

曲想にふさわしい歌い方で歌っている。 【演奏聴取】 

四 

７ 

 

 

○曲想をつかみ，８分の６拍

子の特徴を感じ取る。 

○８分の６拍子の拍の流れを

感じ取りながら歌う。 

・風のメロディー 

 

【関】８分の６拍子の特徴を感じ取りながら、拍の流れ 

にのって歌う学習に進んで取り組もうとしている。 

【表情観察・行動観察】 

８ 

○旋律の音の動きを感じ取り

拍の流れにのって歌う。 

○強弱記号を知り、歌い方を

工夫する。 

【創】リズムやフレーズを聴き取り、拍子感や強弱の変

曲の山を感じ取り、曲想にふさわしい表現を工夫し、

どのように歌うかについて自分の考えをもっている。 

【演奏聴取，発言内容，楽譜への記述内容】 

【技】発声や発音などに気を付け、歌詞の内容や曲想に

ふさわしい歌い方で歌っている。    【演奏聴取】 

 

８ 本時の指導 （本時 ２/８） 

（１）単元名  拍の流れにのってリズムを感じ取ろう （おもな使用教材：いろんな木の実） 

（２）目 標  旋律の特徴や打楽器のリズム伴奏のおもしろさを感じ取りながら歌うことができる。 

（３）人権教育の視点 

・互いに意見や考えを交流し合う活動を通して、自分の考えを深めることができる。 （判断力） 

   ・集団で一つの楽曲を表現する活動を通して、音楽表現の楽しさ・美しさを感じ取ることができる。 

                                        （感受性） 

（４）生かしたい児童（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌詞から情景を思いうかべて、のびやかな声で歌う。 

 

８分の６拍子を感じながら歌う。 
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（５）展 開           ◎指導方法の工夫  ※人権教育上の配慮  ☆個に応じた支援方法 

 

学習活動 
形態 

時間 
教師の支援 

関連する共通事項 

【具体の評価規準】 

資料 

準備 

 

１ 学習の雰囲気をつくる。 

・発声練習「あくびのうた」 

・既習曲の復習 

「いいことありそう」 

・リズム打ち（カリプソのリ

ズムを意図的に導入する。） 

 

２ 学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

３「いろんな木の実」のＣＤ

を聴き、気付いたことを発

表する。 

 

 

４「いろんな木の実」の旋律

を歌う。 

・「リピート」の意味を知る。 

・旋律を歌詞唱する。 

・旋律Ａ（１段目）と旋律Ｂ

（２・３段目）の各々の特徴   

に合う歌い方を工夫する。 

A：のんびり・ゆったり 

B：歯切れよく・弾むように  

・A の冒頭部分の長３度音程

の練習をする。 

・旋律Ａの二つの旋律を合わ

せ、長３度音程の基本的な

ハーモニーの美しさを味わ

わせる。 

・リズム打ちや体を自由に動

かしながら曲全体を通して

歌詞唱する。 

 

 

 

５ 次時の学習内容を知らせ

る。 

 

全 

７

分 

 

 

 

 

全 

２

分 

 

 

 

グ 

３

分 

 

 

全 

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

３

分 

 

○歌の基本的な姿勢を意識させる。  

・足の幅・背筋・肩の力の抜く・目

線はやや上方・口形・高音部の発

声など 

※☆よかったところを称賛し、授業

への意欲付けを図る。 

 

○前時に鑑賞した「ブラジル」の一

部分を聴かせ、打楽器の音色やお

もしろさを想起させる。 

 

 

 

・旋律の特徴や打楽器の音色、カリ

プソ特有のリズムについて特に

着目させ曲の感じをつかませる。 

 

 

○拡大楽譜に着色したり矢印をつ

けたりすることにより、リピート

記号の意味や楽譜の進み方をよ

く確認させる。 

○ＡとＢの表現に合ったリズム伴

奏を行うことにより、それぞれの

雰囲気の違いを特に意識させる。 

◎※違いを明確にして歌った後、グ

ループで意見交換をさせ、ＡとＢ

の特徴の違いや面白さなどにつ

いて感受の共有化を図る。 

◎蓋を開けたグランドピアノの周

りに集合させ声の響きを聴かせ

ることにより、A 部分特有のハー

モニーの美しさを実感させる。 

☆感想を意図的に指名して発言さ

せ、自信と集中力の向上を図る。 

○拍の流れに感じ取るために、自由

に体を動かしながら歌うよう教

師が見本を示す。 

 

○次時は１時間目に取り扱ったラ

テン楽器と歌を合わせて演奏を

楽しむことを伝え、活動への意欲

につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リズム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リピート記号 

・拍の流れ 

・音の重なり 

 

【関】リズムの特徴

を感じ取りながら、

拍の流れにのって歌

ったり演奏したりす

る学習に進んで取り

組もうとしている。     

【表情観察・行動観

察・発言内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

「ブラジ

ル」ＣＤ 

 

 

 

指導用CＤ 

拡大楽譜 

映像資料 

写真など 

 

拡大楽譜 

「共通事

項」提示

用カード 

ふしの特ちょうや打楽器

のリズム伴奏のおもしろさ

を感じ取りながら歌おう。 
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